
ワーキングディスタンス（ＷＤ）

術部と対物レンズ間の

距離をメジャーで測定

☆実際の手術姿勢で測定

（接眼部先端から手元まで）
【術者の手術をする状態での目安】

●立った状態で手術をする場合

ＷＤは・・・ ５００ミリ以上。
（５００～６００ミリ）

●座った状態で手術をする場合

ＷＤは・・・ ４５０ミリ前後。
（４００～５００ミリ）

●歯科医の座った状態で手術をする場合

基準ＷＤは・・・ ４３０ミリに設定。

測定



【作業距離（ＷＤ）】

① 双眼ルーペにおいては、
左右の眼で見て、光軸が
交わった拡大像を合わせ
て立体視します。

②“光軸交差”するより前の
距離が適切な位置と言え
ます。

③左右の“光軸交差”した先
の距離に合わせて見ると
像が左右 ２重に見えてし
まいます。

左右の光学系が交わる前す
ぎる為、ルーペの丸い形状が
真中に線になって見える

左右の光軸が完全に交差した
先であると縦軸に像が二重に

見える

②

③
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